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　施設・設備管理システム（ＵＴＦＥＩＳ）について	

～既存情報を集約・統合し、エンドユーザーが検索しやすいシステム構築に向けて～	

平成23年10月31日 
 
国立大学法人東京大学 
　資産管理部管理課長　加藤圭治	
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旧施設管理システム	

管理データ 
・全スペースの番号管理（スペース番号） 
・スペースの詳細情報 
　　　部屋名称 
　　　補助監守者 
　　　利用時間 
　　　利用人数など 
・フロア図（実態調査図様式３）	

標準ソフト�

スペース情報（団地、建物、部屋）�

履歴管理（ｸﾚｰﾑ、ﾄﾗﾌﾞﾙ、点検、整備、運転時間）�

整備履歴（予算と実績の管理（費用と業者）�

エネルギー管理�

キャンパスＦＭ�
支援ソフトウェア�

整備計画策定�

問題点 
パッケージソフトであったため、 
・入力方法や項目が建物毎 
・データ出力様式が違う＝従来のデータ管
理を続ける2度手間が発生 
・検索機能の使いにくさ 
・カスタマイズに多額の費用 

平成17年度からパッケージソフトを導入して施設データ管理を開始 
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東京大学が抱えていた問題	

事務支援システム 
プロジェクト（JSSP)	

財務・管理会計システムWG 
　　金銭データベース	

学務システムWG 
　　学生データベース	

人事・給与システムWG 
　　教職員データベース	

施設・設備システムWG 
　　施設・設備データベース	

・各部が個別に導入しているため
様々なシステムが乱立	  
・システム同士のデータ連携がな
いため、データを重複管理	  
・使い勝手の悪さ	  

人事・給与	

学務	

福利厚生	保健	

認証・ID 
ポータル	

事務連絡	

マーケットプレース	

調達	

環境安全	

設備管理	

財務・管理	
会計	
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施設・設備システムWGの活動	

開発計画書

要
件
の
定
義

作業項目

問題点の抽出

あるべき姿の設定

実施目標及びステップの検討

投資効果期待値の設定

７月 ８月

要件の整理

現状の把握

平成１９年
備考

３月９月 １０月 １１月 １２月 ２月１月 ８月 ３月

平成２０年

調達仕様書

業者選定

基
本
計
画

４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

構成メンバー 
・本部施設職員（システム管理者、ユーザー） 
・情報システム本部職員（アドバイザー） 
・部局施設係職員（ユーザー）	
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システム仕様	

1)現状の施設管理システムから管理データを基にしたワンライティング、ワンストップ
サービスシステムへ再構築し、業務の簡素化を図る。	  

	

2)施設情報管理機能をプラットフォームとし、施設台帳（建物台帳、設備台帳）、各種
データを機能別にレイヤ管理可能なシステムとする。	  

	

3)東京大学の進める「サステイナブルキャンパスの実現」を目指したエネルギー管理
や維持・保全等に関する現況の把握が、レイヤによって管理されたデータから容
易に行えるようにする。	  

	

4)利用者が各々の業務を簡単な画面操作から検索でき、各機能（施設利用実態調
査機能、共用研究設備管理機能、保全管理機能、エネルギー管理機能、図面等
管理機能）を用い、計画書・報告書等の作成業務の支援を可能とする。	
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システム概念図	

管理物件DB 図面管理DB 

団地	

建物　　　　　　　　建物　　　　　　　建物	

部屋　　　部屋　　　部屋　　　部屋　　部屋	

給排水設備	

空調設備	

電気・通信設備	

機械設備	

施設利用実態調査データ	

共用研究設備管理データ	

保全管理データ	

エネルギー管理データ	

教育設備、研究設備管理データ	
各
種
吞ー

吖	

管
理
吞ー

吖	

図面等備管理データ	

施
設
呍
設
備
台
帳
吞ー

吖	

設
備
台
帳	

建
物
台
帳	

■ 共用研究設備管理システム 

■ 保全管理システム	

■ 図面等管理システム 

■ 施設情報管理システム	

■ 施設利用実態調査システム	

■ エネルギー管理システム 

団地内の全ての「施設・設備」を	

建物別・設備別にレイヤー管理 

発生源入力	

安全衛生業務支援システム	薬品管理システム	 他システム	人事情報システム	

連携	
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システム構築体制	

統括責任者	
施設企画グループ長	

基本情報管理機能 
担当責任者	
保全グループ長	

共用研究設備管理機能	
担当責任者	
外部資金戦略グループ長	

利用実態調査

共用研究設備

保全管理

エネルギー

１２月

図面管理

施設・設備管理システムWG

基本情報管理

１月 ２月７月 ８月 ９月 １０月 １１月２月 ３月 ４月 ５月 ６月
平成２１年 平成２２年

３月

計３回

計１２回

計７回

計４回

計５回

計２０回

計１６回

保全管理機能	
担当責任者	
保全推進チームリーダ	

エネルギー管理機能	
担当責任者	
エネルギー管理チームリーダ	

	

施設利用実態調査機能	
担当責任者	
点検・評価チームリーダ	

図面等管理機能	
担当責任者	
プロジェクト企画チームリーダ	

施設・設備管理システムWG	

構築期間：平成21年2月～平成22年3月	
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UTFEISの概要	

基本情報管理機能	

利用実態調査機能	 共用研究設備機能	

保全管理機能	

ｴﾈﾙｷﾞｰ管理機能	図面管理機能	

共同利用スペース管理機能	

スペース基本情報管理機能 
図面検索機能 
システムのインターフェイス 
工事契約台帳及び会計調書
作成	

スペース詳細情報の入力・
検索 
減損会計調査基礎データ 
監守計画補助簿作成	

貸し出し可能な研究設備等
の情報提供等を行う機能 
予約管理	

設備台帳の管理 
施設の修繕情報等の管理 
優先度判定	

エネルギー使用量データ管理 
エネルギー情報の公開 
温室効果ガスの算出 
届出書類管理	

全学共同利用スペースの
使用状況管理 
空室情報の検索	

図面、CADデータ、写真等
の管理	
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インターフェイス	

図面検索と文字列検索の両
方を備えることで直観的な
使用が可能	
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インターフェイス	
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検索機能	

従来システムの検索機能	

条件設定による絞り込み機能 
・マップ機能による建物指定 
・文字列入力による条件指定	

必要な項目のみ出力させるこ
とが可能 

直観的な検索や
個々のユーザー
のニーズに合わ
せた検索が可能	
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保全管理機能	

優先度P	

評価点C	  
	  

重要度（主要機
能を果たす建物）

の評価	

評価点L	  
	  

将来キャンパス
計画を考慮した

評価	

評価点S	  
	  

修繕レベル・	  
緊急度	

設備点検記録 	
	
管理モニター 	

	
管理票件名検索 	

	
管理票検索 	
	

管理票登録 	
	

長期修繕・優先度判定診断入力 	
	
長期修繕・優先度判定診断一覧 	

	
長期修繕・優先度判定診断集計 	
	

メンテナンス	

設備運転状況登録 	
機器保全状況登録 	
工事等実施状況登録 	

小破修繕工事状況登録 
懸案事項登録 	

故障クレーム登録 	
ファイル取込	

建物診断入力 
 	
設備診断入力	 劣化評価	

保全評価	

＋	 ＋	 ＝	

保全管理機能メニュー	

評価点S	  

評価点C、L	  
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設備台帳サンプル	

設備台帳	

エクセルデータによる出力が可能	

位置情報の確認、詳細情報の表示、データ編集が可能	
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保全管理機能入力対象データ	

電気設備	

機械設備	

特高設備	 

交換機設備	 

防災監視システム	 照明設備	 

消防設備	 

昇降機設備	 

受変電設備	 

盤類	 

自家発電設備	 

外灯設備	 

電話設備	 

太陽光発電設備	 

風力発電設備	 

冷凍機設備	 

温熱源設備	 

熱交換器設備	 

冷却塔設備	 

空調機設備	 

送排風機設備	 

貯蔵設備	 

ポンプ設備	 

その他設備	 

ダクト設備	 

配管設備	 

ポンプ設備	 

水槽設備	 

給湯設備	 

衛生設備	 

排水設備	 

特殊設備	 

配管設備	 

【空調設備】	 【衛生設備】	
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劣化評価の出力サンプル	
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エネルギー管理機能	

使用量・料金管理機能	
電気	

月額の料金	

月度使用量	

ガス	

月額の料金	

月度使用量	

水道	

月額の料金	

月度使用量	

 
 

	

グラフの作成	

	
自
動
で
集
計・
原
油
換
算・
二
酸
化
炭
素
換
算	

使用エネルギーの見える化 
エネルギー使用の合理化に関する評価・対策 
適正な需給契約検討のためのデータとして活用	
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UTFEIS運用状況と導入効果	

★基本情報管理：運用中	

★利用実態調査：運用中	

☆図面管理： 
　約15万枚の発注図面のうち
50％程度のシステム搭載が完
了	

☆保全管理： 
　主要団地インフラ図面、既存設　　　　
備台帳データ及び点検結果の入
力作業中	

☆エネルギー管理： 
　データの入力作業中	

★共同利用スペース管理： 
　既存データの入力終了	

①サスティナビリティに配慮した安全で快適な
キャンパスの整備の実現	
 
②工事図面等の効率的な閲覧及び管理	
	
③施設の機能回復（向上)、安全確保への活用	
	
④ファシリティーの一元管理による業務の標準
化とスケールメリットによる省力化とコスト縮減	

運用状況	 システム導入効果	
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ご清聴ありがとうございました。	


